
令和４年度北栄町介護保険事業計画・高齢者福祉計画策定委員会 

 

日 時 令和５年３月１日（水） 

午後３時～４時３０分 

場 所 北栄町役場大栄庁舎  

３階 第 1委員会室     

日  程 

 

１ 開 会 

 

２ あいさつ 

 

３ 副委員長の選出について 

 

４ 議 事 

（１）介護保険事業等の実施状況について〔別紙資料〕 

 

 

 

 

 

 

（２）その他 

 

    

    

４ 閉 会 
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６ 『地域包括ケアシステム構築のための重点取組事項』（介護保険事業計画ｐ34～）

に対する令和４年度取組状況について 

① 介護予防施策の充実・推進（計画ｐ34） 

○既存の事業である「地域ケア会議」や「介護予防教室」それぞれの助言者・指導

者（専門職）との意見交換会を開催し、事業内容についての評価を行い、課題の抽

出や改善に向けての対応策を確認することができた。 

○上述の意見交換会を開催したことにより、リハビリ職がいきいきサロンなどの地

域の集いの場に出向き介護予防の助言等を行う専門職派遣事業を令和５年度から

開始できる運びとなった。 

○介護予防講演会として、12 月にご当地

体操交流大会視聴会を開催した。北栄町

代表としてみどり二区自治会がこけない

からだ体操の取り組み等の発表をし、住

民主体の取り組みを町民へ情報発信する

ことができた（同日の視聴会はもとより、

TCC 放映や町報１月号に表紙掲載された）。 

 

○コロナ禍であっても感染予防対策を講じることにより安心安全に集合型の活動

を継続していただけるよう、社協と連携し、６月に集いの場（いきいきサロン、高

齢者サークル）世話人を対象とし、鳥取看護大学荒川教授を講師にお招きし、感染

対策研修会を開催した（参加者 31 人）。 

○町内事業所専門職の協力を得て、「北栄さわやか体操第２弾」を制作し、TCC 定期

放映や DVD 配布を行い、自宅やいきいきサロンでの介護予防・認知症予防の取組が

充実するよう働きかけを行った。 

 

 

項目 主な内容 

② 
効果的な介護予

防事業の推進 

リハビリテーション等の専門職と連携し、既存の事業の評

価を行い、町全体で必要な介護予防の取り組みや地域への

働きかけ等を検討する。特に、地域での住民主体の取り組

みの推進にあたっては、地域リハビリテーション活動支援

事業や生活支援事業等の他の事業と一体的・効果的な実施

に努める。 

項目 主な内容 

③ 

感染症拡大下で

の介護予防の取

り組み 

感染拡大予防のため、今後も様々な通いの場が自粛する可

能性が考えられるため、自宅でもできる介護予防等、新し

い形の介護予防を住民へ伝えていく。 

ご当地体操交流大会でみどり二区が発表 
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② 在宅医療・介護連携の推進（計画ｐ34） 

項目 主な内容 

④ 
地 域 住 民 へ

の普及啓発 

地域住民が必要なサービスを選択できるよう在宅医療・介

護連携に関する事項の普及啓発を行う。中部圏域版エンディ

ングノート「わたしの未来ノート～大切な人に伝えたいこと

～」を活用した終活や看取り、人生の最終段階における意思

決定支援等に対する理解が促進されるよう普及啓発を行う。 

○９月町報で「エンディングノート」の周知と「終活連続講座」を案内し、終活や

看取り、人生最終段階における意思決定支援等に対する理解が促されるよう啓発し

た。終活連続講座は３回シリーズで、寺院住職を講師に、葬儀、法事、お墓の話（第

１回：９月）、行政書士を講師に、相続、遺言書、エンディングノートの話（第２・

３回：10 月）をしていただいた。 

○みどり二区老人クラブを対象に出前講座「終活」を開催した。包括支援センター

専門職（社会福祉士）が出向き、相続、遺言、エンディングノート、成年後見制度

について話をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 認知症施策の推進（計画ｐ35） 

項目 主な内容 

①  

認知症への理

解を深めるた

めの普及・啓

発、地域で支え

る体制づくり 

 地域で認知症の人を支える基盤として、認知症の人の視

点に立って認知症の理解を深めるため、認知症サポーター

の養成やスキルアップ講座等を実施する。また、認知症高

齢者等ご近所応援団ネットワーク登録事業の普及や GPS

利用費助成事業の広報に取り組む。 

 身近な場所から相談につながるように、認知症サポータ

ーや民生委員、関係機関と連携し、住民に相談窓口の周知

を行う。 

終活講座：清元院井上住職の講話 エンディングノート 

：「わたしの未来ノート」 
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○６月町報で、町内の事業所にも認知症相談窓口としての受け入れ体制があるこ

とを周知した。（４つのグループホーム、２つの小規模多機能型居宅介護施設に、

認知症に対する専門知識を持った専門職がいる） 

○９月町報で、「世界アルツハイマー月間」に合わせ、認知症の症状や、認知症の

人への接し方、オレンジカフェの案内等、認知症への理解が深まる記事を掲載し

た。また、同月間期間中に図書館内にあるギャラ―リーゆら里において、町内の地

域密着型サービス事業所で高齢の人が制作された作品の特設展示イベントを実施

した。 

○生涯学習課と連携し、本年度は、自治会単位で開催される「人権を学ぶ会」を、

高齢者の人権を考える機会として「認知症」をテーマに設定し、認識を深めていた

だいた。「じんけんフェスティバル 2022」（12 月開催）では、認知症ケア向上連絡

会が活動事例報告を行ったほか、町内の高齢者による共同制作作品の展示を行っ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④生活支援・介護予防サービスの体制整備の推進（計画ｐ36） 

項目 主な内容 

② 

生活支援コー

ディネーター

の配置 

 高齢者の生活支援・介護予防サービスの体制整備を推進

するため、協議体と連携して、助けあい活動の活性化のた

めの取り組みや、生活支援の担い手（生活支援サポーター

等）の養成、関係者（団体）のネットワーク化、ニーズと

サービスのマッチング等の役割を果たす。 

1 層（町全体）及び 2 層（小学校区域）に設置し、地域

の特性に応じた取り組みを行う。 

○介護支援専門員から聴取した生活支援ニーズの解決に向けて、生活支援サービ

ス提供団体から現状の提供状況や課題の聞き取りを行った。その対策として、「あ

ったか♡まごごろサービス」の提供範囲の見直しや既存の福祉サービスとの連携、

さらなるサポーターの養成等、今後の対応策について検討することができた。 

町内事業所幸齢者（高齢者）共同制作作品 

：じんけんフェスティバル 2022 ロビー展示 

 

世界アルツハイマー月間特設展示 

：ギャラリーゆら里（図書館内） 
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⑤地域ケア会議の充実（計画ｐ37） 

項目 主な内容 

① 
多職種連携の

推進 

地域包括支援センターの専門職に加え、リハビリテーショ

ン専門職、歯科医師、歯科衛生士、管理栄養士等と連携し、

それぞれの専門性を活かし、地域課題を意識した多職種協

働による支援を展開していく。 

○令和５年１月から薬剤師の参画が実現し、対象者に対する支援の視野を広げる

ことができた。 

 

項目 主な内容 

② 地域課題の検討 

個別ケースの検討を積み重ねる中で、地域に不足してい

る資源やサービス、深刻化が予測される地域の課題等を

明らかにし、生活支援コーディネーター等関係者で共有

し、地域課題の解決に向けた検討を行う。 

○地域ケア会議後の時間帯に、地域課題についての検討会を定期開催する体制を

定着させることで、課題の抽出、対応策についての検討が行えた。 

 



介護保険（保険料基準額・要介護認定率・高齢化率）



区分 平成30年 令和元年 令和2年 令和5年 令和7年 令和22年

実績値
（9月末時点）

実績値
（9月末時点）

実績値
（9月末時点）

見込値
（計画値見込）

実績値
（9月末時点）

見込値
（計画値見込）

実績値
（9月末時点）

見込値
（計画値見込）

見込値
（計画値見込）

見込値
（計画値見込）

要支援・要介護
認定者数（人）

727 748 741 742 767 755 773 761 773 909

認知症高齢者数
（人）（Ⅱa以上）

546 543 560 568 565 586 562 598 615 778

割 合 75.1% 72.6% 75.6% 76.6% 73.7% 77.6% 72.7% 78.6% 79.6% 85.6%

令和3年 令和4年
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認定率（要介護度別）（【北栄町:棒グラフ】全国・鳥取県・中部地区市町:折れ線グラフ）

要支援１ 要支援２ 経過的要介護 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４

要介護５ 琴浦町 湯梨浜町 三朝町 倉吉市 鳥取県 全国

（出典）厚生労働省「介護保険事業状況報告」年報（令和3,4年度のみ「介護保険事業状況報告」月報）

認
定
率
（
%
）

3

－
12 －




